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早
川

j
l
v
j
;
i
'
一
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
一
お
り
ま
す
。
多
川
叙
任
さ
れ
る
主
つ
旦
や
住
川
十
三
ミ
包
す
の
に
、
お
書
世
間
、

夏
休
み
v

の

子

ど

も

を

一

う

i

一

っ

て

お
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ま

す

万

一

汗

グ

ア

の

ト

八

サ

ー

ビ

ス

で

し

た

D

交

通

事

故

か

ち

守

り

一

一

応

募

の

要

領

な

ど

く

わ

し

い

子

一

い

ほ

一

さ

あ

、

N
H
K
に
閲
す
信
長
岳
山

ま

し

ょ

う

一

O
子
ど
も
吃
見
た
り
審

Z思
い
、
一
門
書
ま
た
は
も
よ
り

ω派
出

1
・
福
は
ム
7

す
ぐ
に
で
も
、
払

一
安
全
連
事
匂
ゆ
が
け
る
U

一
在
所
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
一
の
放
送
局
の
「
N
H
K相
談
諮
」

お
か
あ
さ
ん
、
ご
家
庭
の
し
あ
わ
せ
一
口
裏
通
り
み
百
な
ど
か
ら
発
進
す
る
一
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
っ

市f 会月

実

施

は

次

期

選

挙

か

Lっ

7 
し
川
山
山
設
会
は
、
|
行
け
か
ら
一
一
一
口
い
削
の
け
れ
で
問
か
れ
、
市
「
川
奈
の
一
川
町
角
川
川
川
パ
い
、
l
ノ
リ
け
]
か
今
一

卜
川
ぷ
r
l
レ
一
次
会
川
町
よ
し
ト
い
二
一
円
、
そ
れ
に
紋
日
市
れ
巾
の
成
本
な
ど
、
あ
わ
ぜ
て
い
べ
川
、
そ
い
け
か
川
川

J
刊
に
行
い
て
得
、
ふ
、
そ
の
川
和
京
一
川
昨
日
正

ω
一作

ωは
小
、
問
中
市
に
ど
打
門
川
い
さ
れ
k
l九

l、づ
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でこ〉 ♂し
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自
然
林
を
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社
事

つ

り

川
壮
一
間
の
一
行
事
も
終
り
に
泣

い
こ
ろ
か
ら
次
第
に
人
出

も
多
く
な
る
。
首
閣
を
破

っ
て
ド
I
ン
、
ド
l
y
と

大
小
、
色
と
り
ど
り
の
花

火
が
打
上
げ
ら
れ
、
百
足
の

夜
空
を
い
ろ
ど
る
。
水
面

に
は
名
物
の
う
か
い
船
二

位
え
が
か
が
り
火
を
た
い
て

遊
覧
蛤
の
問
を
す
べ
る
よ

う
に
ぬ
っ
て
い
く
。
そ
こ

に
あ
つ
ま
っ
た
三
々
の
見

物
容
も
ウ
ツ
ト
リ
、
大
洲

な
ら
で
は
の
情
景
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。
〈
写
真

、
!
i
臼
城
山
下
か
ら
)
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工
、
色
素
性
網
膜
炎
(
両
眼
一
ま
す
。
気
が
る
に
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
一
※
時
聞
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
か
ら

)

一

う

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

一

三

控

王

で

ォ

、

小

角

膜

阪

(

両

限

)

一

松

山

地

方

法

務

局

大

側

支

局

一

一

一

1

1

1

1

1

-

-

ー

一

定

期

種

痘

一

夏

か

ぜ

・

寝

び

え

ヵ

、

絶

苅

性

緑

内

障

(

両

眼

一

一

一

-

)

一

町

田

5
主

一

O
該

当

者

一

夏

の

か

ぜ

は

な

か

な

か

な

お

り

に

く

巡

回

診

査

更

生

相

談

一

キ

、

視

神

経

い

し

ゅ

く

一

.5
実

E
全
一
一
期
四
十
年
一
月
百
占
十
年
一

U
M
U十
日

持

品

村

副

一

著

書

の

診

査

お

よ

び

更

一

に

要

言

語

援

助

を

行

な

い

、

人

。

そ

の

他

一

成

人

病

検

診

日

程

一

宣

言

の

需

生

れ

た

し

い

暴

吹

雪

量

で

は

だ

か

で

い

生
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
特
に
失
回
一
富
力
の
開
発
の
立
蕩
か
え
な
さ
ん

7、
こ

の

受

診

費

用

は

無

料

で

す

一

一

者

(

本

年

二

月

に

在

っ

た

た

り

す

る

と

、

ひ

き

こ

む

場

会

多

い

季
高
度
の
視
力
障
害
者
に
つ
い
て
視
一
の
娘
を
守
り
、
問
る
い
社
会
建
設
の
一
一
口
、
喜
希
望
は
八
月
二
十
一
百
一
月
日
場
所
一
際
、
雲
そ
の
ほ
か
で
で
き
さ
つ
で
す
。

力
回
復
克
込
の
あ
る
方
に
君
、
富
一
聖
す
る
た
め
次
二
与
更
着
替
一
ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
か
連
絡
所
青
七
日
三
貴
食
館
一
な
か
っ
た
考
会
)
一
容
え
も
む
し
暑
い
寝
苦
し
い
宵
の

1
1
1

す
い
ま
す
o
視
加
障
害
者
は
ぜ
ひ
受
一
へ
申
込
存
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一
九
月
九
日
保
子
野
公
民
館
一
一
一
期
=
百
年
四
月
一
百
よ
一
一
十
日
日
ド
訪
山
ぷ
詩
的
料

金

豆
λ

取
っ
た
者
に
対
す
る
借
喜
一
診
す
り
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
一

J

、
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
亘
書
一
九
月
十
日
草
野
小
学
校
一
五
年
四
月
百
の
間
こ
宗
一
ら
ず
に
は
だ
け
た
り
し
て
ひ
え
ζ
む

一
町
か
ら
ニ
間
ま
で
は
五
割
付
一
事
務
や
償
還
金
支
払
い
の
実
施
機
一
雪
き
八
月
手
百
一
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
九
月
十
四
日
南
久
米
中
学
校
重
一
た
者
(
来
年
度
小
誌
に
入
一
こ
と
が
菌
で
す
。

二
町

2
4
3一
語

一

目

す

る

定

め

な

ど

、

重

量

一

午

前

九

時

2
午
後
四
時
一

l
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t
f鷹
市

)

一

(

県

富

)

一

学

す

る

章

一

害

事

え

を

ふ

き

に

民

三

聞

を

こ

え

れ

ば

一

刻

と

い

う

よ

う

一

項

が

定

め

り

れ

ま

し

た
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。

と

こ

ろ

大

洲

市

公

会

堂

一

一

九

月

十

五

日

南

久

米

連

絡

所

一

一

な

ら

ず
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寝

こ

ん

で

も
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空

気

に

壌

か

に

こ
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一

万

円
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逓

減

す

る
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一

一

寝

室
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力

壁

暑

一

大

川

で

人

権

相

談

一

九

月

士

ハ

臼

柳

沢

公

民

館

一

O
嗣
珊
接
種
目
倹
背
一
を
さ
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
適
当
な
衣
類

に
、
計
算
の
結
果
脅
金
察
百
万
一
以
上
が
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
一
た
だ
し
、
次
の
障
一
警
の
一
一
九
月
二
十
二
日
上
須
戒
小
学
校
々
堂
一
大
洲
公
会
堂
弘
は
仏
幻
一
を
ま
と
う
こ
と
が
ま
ず
第
一
で
す
。
小

円
を
こ
え
る
場
合
に
は
百
万
円
五
一
律
の
あ
ら
ま
し
で
す
が
、
詰
に
つ
い
一
も
の
は
受
診
を
必
要
と
し
一
と
き
八
月
二
十
六
日
一
(
旧
公
民
館
)
一
喜
多
幼
稚
園
弘
陪
仏
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一
さ
い
お
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さ
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案
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誌
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時
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時
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問
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万
円
を
支
給
す
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こ
と
足
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ま
一
市
農
業
委
員
会
一
イ
、
無
眼
球
症
富
二
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
十
月
一
干
百
蔵
川
公
民
館
一
誇
聞
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
官
つ
け
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
日
中
と
か
程

す
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膜
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I
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i
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圃
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国

勢

誠

意

、

査

会

第

一

l
配
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主
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さ
と
っ
て
か
ら

給
付
会
支
給
は
、
皇
室
の
一
一
一
量
匡
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i

f

一

一

一

弘

一

一

回

調

査

か

ら

数

主

ち

ょ

う
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体

む

こ

と

も
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せ

つ

子
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事
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院

適

期

実

な

わ

な

い

よ
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に

図

果
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争
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三
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血
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十

回

目
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日
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日

間

一
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時

吋

に

よ
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岡

崎

原

か

o
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時

よ
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調

国

勢
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書
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民

主

一

朝

河

野

山

一

一

三

者

一

四
十
一
一
年
一
一
一
塁
下
百
ま
で
と
し
一
一

J

¥

種
の
切
替
-
え
は
誰
に
で
も
で
き
る
一
一
一
九
畠
〓
一
勢
一
層
県
、
市
町
村
な
ど
が
、
呈
が
ほ
し
く

2す
が
、
毛
市
は
ち
一

も
し
、
こ
の
期
間
内
に
請
求
し
な
い
一
一
一
、
穂
肥
句
ス
ミ
フ
ナ
ッ
ク
十
ア
ー
ル
当
適
期
は
八
月
下
旬
t
九
月
下
旬
で
一
一
一
川
・

4い
一

四

国

住

宅

、

求

人
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F
r、
一
之
の
震
が
あ
J
ま

す
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一

言
、
給
付
金
星
け
る
こ
と
が
で
一
一
年
は
天
候
不
順
が
予
想
さ
れ
る
り
3
宮

布

9

あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
を
の
が
さ
一
一
一
/
本
『
一
月
場
開
発
、
五
な
ど
、
い
ろ
い
一
単
せ
ん
い
製
品
、
化
せ
ん
と
ウ
ー
一

さ
な
い
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
o

E

の
で
、
稲
の
穂
の
出
る
二
五
島
に
図
は
く
さ
い
の
播
種
期
な
い
主
つ
に
す
る
。
一
一
一
一

EEJミ
ミ
譲
ふ
刊
一
定
問
題
い
対
策
定
一
点
員
合
一
ル
の
混
っ
た
も

ω、
ウ
l
ル
、
合
成
せ

i

;
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窒
素
と
加
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を
少
な
め
に
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用
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ま
は
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さ
い
ま
、
喬
種
規
当
日
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す
ぎ

O

柿
の
カ
メ
ム
シ
防
除
l
力
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ム

一

一

一

川
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に
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か
す
こ
と
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で
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な
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資
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ん
い
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。
出
せ
ん
も
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円
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ら
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し

よ

う
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病
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が
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す
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が
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と
な
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ま
す
o

た
と
在
、
新
し
一
い
か
り
あ
り
、
化
せ
ん
混
紡
も

ω事
一

?
十
ア
ー
ル
当
り
“
重
加
里
お
そ
す
ぎ
る
と
、
壊
に
必
警
葉
ス
カ
ス
力
。
と
な
り
、
ロ
置
を
恵
三
会
の
卜
月
一
日
に
は
、
高
い
っ
一
く
学
佼
を
た
で
た
り
、
健
室
町
一
は
り
千
円
J
二
千
円
で
す
。
ゥ
l
ル
も
-

佑
成
吾
r
j
t行
匂
数
寄
ら
れ
な
い
-
っ
ち
に
花
芽
が
で
く
す
る
。
発
生
を
認
め
れ
ば
、
リ
一
二
せ
い
に
同
勢
調
査
が
行
な
わ
札
ま
す
。
吉
り
、
豊
訓
練
や
職
、
古
紹
介
小
仕
事
古
は
う
ん
レ
~
山
く
な
り
ま
す
が
、
や
は
『

一
一
、
紋
需
の
防
除
き
る
の
で
、
完
全
な
壊
を
し
な
い
ン
デ
ン
乳
剤
五
百
倍
波
長
土
一
国
勢
調
査
は
、
国
の
も
っ
と
も
基
本
一
を
計
画
す
る
場
合
に
も
、
露
外
山
村
山
駅
ド
献
防
災
れ
れ
ば
一

穂
の
出
る
十

i昔
前
に
十
ア
こ
と
足
る
。
霊
地
で
は
、
普
通

O

ミ
カ
ン
の
ヤ
ノ
ネ
、
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の
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一
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的
な
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で
、
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日
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梼
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叫
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の
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。
一
や
や
お
と
り
ま
す
が
、
軽
く
て
肌
ざ
わ
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る
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日
の
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な
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を
、
す
こ
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又
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や
男
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、
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な
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の
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せ
ぎ
一
り
あ
や
わ
ら
か
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で
す
。
何
段
も
一

三
、
ニ
化
メ
イ
虫
と
穂
首
イ
モ
チ
防
し
お
く
ら
せ
て
十
分
一
肥
培
す
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十
年
の

ノ
I
ト
か
恒
り

勉
強
の
し
つ
け
方

幼
児
と
本

1
読
書
翠
の
実
際
l

叱
ら
な
い
し
つ
け
と
教
育

種
員
室
な
ん
で
も
先
生
の
手
記

母
と
子
の
工
作
あ
そ
び

児
童
文
堂
文
学
教
育

児
童
文
学
の
思
想

児
童
文
学
と
読
書
屠
導

児
童
文
学
入
門

ひ
ら
か
な
ピ
ノ
キ
オ

イ
ソ
ッ
プ
も
の
が
た
り
?
集

一
開
校
ま
で
に
完
成
、
第
二
期
工
事
に
は

か

ね

て

か

ら

関

係

者

の

聞

で

努

力

さ

一

廷

千

百

六

十

六

平

方

メ

ー

ト

ル

の

鉄

筋

一

れ

て

い

た

、

話

量

笠

原

女

子

短

期

大

学

一

一

一

一

階

建

と

芳

二

年

度

で

一

応

完

了

、

限

一

の

誘

致

が

決

定

、

七

月

に

如

法

寺

参

道

一

一

下

に

肱

川

を

眺

め

、

静

か

な

環

境

で

勉

一
(
柏
木
宮
古
ふ
も
と
)
の
西
側
の
同
一
同
大
学
は
、
明
年
四
月
に
開
校
の
予
百
運
重
喜
む
お
よ
そ
一
万
九
千
平
一
学
に
い
そ
し
む
子
女
警
に
今
か
ら
大

一
大
学
建
語
予
定
地
で
、
神
永
荘
一
十
官
民
一
定
で
、
定
員
百
人
の
家
政
斜
(
初
生
度
一
万
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
延
千
七
十
八
一
き
な
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
・
一
室
一
震
長
は
じ
め
、
村
上
市
長
ら
関
一
被
服
科
二
五
人
、
食
物
智
一
五
人
計
五
草
万
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
三
階
建
の
喜
一

志
一
係
泰
あ
つ
ま
っ
て
起
工
式
が
行
な
わ
宇
込
書
心
に
順
次
付
属
料
も
併
設
校
舎
、
鉄
筋
二
階
建
の
図
書
、
そ
れ
一

J
れ
ま
し
た
。
さ
れ
る
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
。
襲
一
に
鉄
骨
窓
鉄
筋
の
講
堂
、
体
高
か
一

哲~勿~勿ゲ必修w;.:;

明年四月に開校予定

短

日

子

昭和 40年 8月 15 
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最

高

百

万

円

ま

で

農

地

報

償

金

を

支

給

w 
ご
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の
た
び
O
農

地
被
賃
収
者
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
法
律
。
が
制
定
さ
れ
、
農
地

改
革
に
よ
っ
て
農
地
を
貿
枚
さ
れ
た
方

々
に
報
償
A
4か
支
給
さ
れ
る
よ
4

つ
に
な

り
ま
し
た
の

そ
こ
で
こ
の
法
律
の
概
要
に
つ
い
て

ご
説
聞
い
た
し
ま
す
。

••• 0

給
付
金
の
支
揺
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
者

農
地
を
買
収
さ
れ
た
者
と
そ
の
者

が
法
律
の
適
用
日
(
今
年
四
月
一
日

ヨ巳第 11 4号

え
る
場
合
に
は

。
給
付
金
は
一
反
歩
以
上
に
あ
っ
て

は
十
年
、
一
反
歩
未
満
に
あ
っ
て
は

五
年
の
償
還
と
し
て
無
初
子
の
謂
方
恒

国
民
を
も
っ
て
支
給
さ
れ
交
す
。

。
以
上
の
ほ
か
、
給
付
金
を
受
け
る

権
利
金
国
債
に
つ
い
て
の
譲
疫
な
ど

の
制
限
、
給
付
金
に
つ
い
て
の
所
得

柏
や
所
定
の
書
類
に
つ
い
て
の
印
紙

の
、
税
、
不
正
手
段
に
よ
り
給
付

一
口
の
大
き
さ
や
、
男
女
、
年
令
、
職
業

宗
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
の
で
し
て
卵
を
た
く
さ
ん
霊
せ
、
ま
た
一
一
な
ど
の
構
成
が
か
な
基
わ
っ
喜
て

す
。
農
業
種
と
い
主
に
し
ぼ
っ
震
に
も
日
照
時
間
の
調
整
な
ど
に
一
一
い
る
と
考
き
れ
ま
す
。
量
調
査
は

電

気

で

豊

作

三

こ

れ

ら

の

実

態

を

明

ら

か

に

し

事

J
O

て
、
電
気
の
役
割
を
み
て
み
ま
し
ょ
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
一一
一
各
家
庭
に
は
、
九
月
二
十
四
日
か
り

近

年

は

豊

作

が

平

ぅ

。

電

気

は

主

に

、

新

し

い

農

法

を

生

一

T
国
勢
調
査
の
調
査
員
が
お
う
か
が
い
し

年
作
に
な
っ
た
よ
う
一
つ
は
、
力
で
す
。
モ
ー
タ
ー
を
み
出
し
て
い
ま
す
。
礁
耕
(
れ
き
こ
一
一
て
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
す
る

で
す
。
動
か
し
、
か
ん
が
い
、
排
水
、
脱
穀
う
)
と
い
う
の
が
、
そ
の
一
例
で
す
三
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
業
に
な
ど
人
の
力
に
代
っ
て
能
率
を
上
げ
こ
れ
は
、
+
か
な
く
て
も
野
菜
や
花
一
一
国
勢
調
査
は
、
九
千
八
百
万
人
に
の

も
し
だ
い
に
糾
学
的
て
い
ま
す
。
が
つ
く
れ
る
新
し
い
栽
培
喜
子
二
ぼ
る
と
予
想
さ
れ
る
日
本
の
全
合
を

な
喜
が
と
り
入
れ
一
番
目
は
、
熱
で
す
。
豪
温
床
こ
れ
だ
と
季
節
に
震
な
く
、
短
か
二
全
国
い
っ
せ
い
に
も
れ
な
く
調
査
す
忍

二
大
規
模
な
調
査
で
す
。
こ
の
調
査
を
白
河

ら
れ
、
実
喜
び
は
じ
め
た
か
り
だ
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
四
季
を
通
じ
て
い
期
間
で
、
野
菜
や
怒
号
さ
ん
一
一

。
一
一
全
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
皆

と
い
え
ま
し
ょ
う
o

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
野
菜
を
栽
培
し
た
と
れ
る
の
で
す
こ
の
き
に
電
気
一
一
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
男
が
ぜ
ひ
必
要

た
与
え
ば
筆
肥
料
の
使
用
や
機
り
、
苗
書
て
た
り
し
て
い
ま
す
。
は
、
農
業
技
術
を
す
す
め
、
豊
か
主
で
す
。
き
た
る
十
月
百
を
崩
し
て

械
化
な
ど
が
そ
う
で
す
。
も
つ
一
つ
は
、
光
で
す
。
笥
か
灯
且
罪
物
を
も
た
ら
す
原
動
力
に
な
っ
三
行
な
わ
れ
る
国
費
量
で
は
、
も
れ
な

そ
し
て
、
こ
の
化
学
肥
料
を
つ
く
る
虫
よ
け
電
球
を
は
じ
め
、
養
鶏
場
で
て
い
ま
す
0

6

一
一
く
諸
査
票
に
ご
記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お

室

経

3
2に
も

電

は

鶏

を

あ

ま

り

眠

言

い

よ

う

に

一

一

願

い

し

ま

す

。

(

総

務

課

)

グ
リ
ム
ど
う
わ

1
・
2
集

『

思

想

の

歴

史

芳

二

種

ア
ン
デ
ル
セ
ン
ど
う
わ

1
3袋
一
日
本
の
民
俗
民
俗
学
の
す
す
め

日
本
む
か
し
ぱ
な
し

l
・
2
集
一
ド
ル
の
歴
史

世
界
む
か
し
ぱ
な
し
]
集
一
犬
の
飼
い
方
し
つ
け
方

日

本

神

話

一

愛

犬

家

の

た

め

の

犬

先

生

璽

同

ガ
リ
バ
ー
の
ぼ
っ
け
ん
一
現
代
史
の
瞬
間

少
年
少
女
教
養
文
庫
沙
一

2
八
巻
一
戦
争
の
玄
学
芳
2
巻

広

告

作

戦

一

若

さ

に

乾

杯

だ
れ
に
で
も
で
き
る
計
数
管
理
一
妻
の
日
の
愛
の
か
た
み
に

楽

し

い

庭

木

と

花

木

一

砂

の

花

肥
料
と
施
肥
の
新
技
術
一
夢
に
罪
あ
り

盆
栽
の
仕
立
て
万
・
味
わ
い
万
一
か
げ
り
あ
る
微
笑

果

樹

の

整

校

勇

定

一

源

氏

物

語

下

巻

接
木
捕
木
の
新
技
術
一
世
界
文
学
会
集
分
十
九
溢

根

性

の

記

録

一

大

い

な

る

野

望

上

下

巻

神

の

代

理

人

一

会

計

全

書

昭

和

四

十

年

度

中
華
人
民
共
和
国
一
香
水
世
界
の
香
水
の
す
べ
て

浮
世
絵
・
美
人
画
・
室
喜
一
・

4

一
熱
帯
性
海
水
魚
l
観
賞
と
飼
育
1

広
報
の
し
お
り

開

眼

運

動

の


